
は い

Q2 総合科学部の西条移転年を知っていますかo
正しく1984年 又は,昭和59年と答

えた人は,わすかm%でぁる。これ
は,学生に対する情報量の欠如に
原因があるのではないか。
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アルバイトが無いなど切実な問題も出されている。

上・下水道の問題 ,移転期の混乱などの不安ととも
に,移転によって学生管理が強まるのではないかと
いう意見が少数ではあるが出されていることに注目

したい。

Q5 統合移転に関する要望 ,0意見について
移転に関する資料・情報をもっと学生に知らせて

ほしいという意見がほとんどである。又当局ペース

で進められている「移転」作業に対し,学生の参加
をいう声も多い。具体的要求として,学年 ,コ ース

ごとの研究室,談話室がほしいというのがある。

●アンケートを終えて ,

来年夏の工学部の移転を皮切りに,広大統合移転
はいよいよ目前に迫まってきた。総合科学部も,計
画通りに進行すれば59年には,移転する。

現状の問題点は,情報量の絶対的不足である。Q2
でもあげたが,学内通信だけでは,とても十分であ
るとは言えない。しかもここ数年,学内通信の,移

転に関する記述が減少傾向にあるというのも不思議

なことだ。もう一点,学生参加の窓□の欠如があげ
られる。現在,改革一移転に関して,学生の参加で
きる機関は,生活環境委員会 (生環 )の みである。
この生環にしても諮門機関であり,出 した答中に対

する実行責任はないなどの問題がある。

戦ヽ らが緊急に行わなければならないのは,身近か
なところ一各研究室単位,学年単位―で団結し,要
求を出していくことである。その第二歩に,情報不
足解消のため,学校当局に説明会を開くよう呼びか

けてはどうだろう。

環境科学研究科 02年 今 井 知 之
動に費やしました。当時の一番の思い出は,イ プセ

ンの「人形の家」の英語劇でノラの夫役を演じた事

です。長い台詞の突然の代役で,修道大学のホスキ
ン先生も「こりゃちょっと難しい」と言われました

が,昔から舞台に立つ事が好きでしたから,最愛の

妻に逃げられる惨めな夫役を一生懸命演じました。

さて 2年生になると,同 じコースの中にも既に自
分のやりたい事を決め,古前先生などのお世話で勉
強会を開いている学生もいました。私は彼等が羨ま

しく,自分も早く専攻を決めねばならないと考え ,

ゝψ

総合科学部で,移転についての説明会が開かれたこ

とはない。私達は,移転についての情報を公式のも
のとして,学内通信から得ることができる。だが ,
その内容,量ともに,私達の関心を満足させるもの
ではない。

Q3 統合移転によるプラス面は何だと思いますか。

キャンパスの拡大に,多くの人が期待 している。

裏返えせば,現キャンパス (特に千田 )の学生過密

状態が,耐えられないことから,切実な要求となっ

ている。又,現在 5ケ所に分散しているキャンパス

が,医・ (歯 )学部を除いて一ケ所に集まる為,各学

部間の交流が盛んとなり,真の総合大学にふさわし

いものになるという声も多い。

Q4 統合移転によるマイナスコま何だと思います力ヽ

20人    30人   40人

主なものは上の 3つである。広島市から遠ざかるた

め,映画,演劇,美術館など文化面での不満,娯楽
施設が無いことへの不満がある。下宿 !交通の便 ,

I はじめに
残り少ない,言わば生きた化石の様な,環境科学
コースー期生として,私のようなものが筆を取る事
を非常に光栄に思います。 (も う1人の生きた化石

は偶然にも化石を研究 しておる。)

Ⅱ 認識まで
私の入学直後から現在に到るまで,総合科学部は

多くのマスコミの題材となりました。 1年生の頃は

その様な記事を読むに付け,自分の学部に対する認

識不足を感じながらも,私は多くの時間を学部外活

私 は 言 い た い
"

「総合科学部と私事」

。キャンパスの

。タコ足大学の解消
。研究設備の充実
。自然環境の良さ

。街から遠ざかる

o交通の便
。下宿
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多くの先生方に御相談しました。そぃ ら搬 洋部

に対するマスコミの記事には,一方の側のエゴ的発
言の様な,学部の現段階の評価としては本質的でな
いものがあるという気がしてきました。従って学生

である我 が々もっとしっかりせねばいかんという認

識を持つようになりました。

Ⅲ 専門
先生方の授業が上手だったのでしょうか,高校時
代及第点ぎりぎりで物理嫌いの私が,授業内容も良
く理解でき,高校の物理の先生が成る程こういう事
を言われていたのかと認識を新たにさせられること

がたびたびありました。その後も物理系の授業を多

く取るようになり物理を専攻しようという気になり

ました。一旦そう決めた後でも,勉強する事柄も多
くやめたい気持になったり,ま た折から環境科学に
ついての議論が高まり,私も先生方に不満などを言
いました。しかし物理の先生方の親身になった熱心

な相談や指導,学問に対する真摯な態度,ま た如何
なる問題が起きても根本に戻り問題を解決する自信

等に深く共鳴致し,よ っしゃ先生の仰る通りに勉強
してみようと決心 しました。こうして,4年になり
桧原先生のもとで卒論指導を受けました。物理系の

卒論は 1年間勉強して身についた事のまとめを論文
にするという主旨で,実験的理論的にも基礎的・ 原
理的な事から書き,その中に少しオリジナルなもの

を織り込むという形式が採られる様です。

Ⅳ 大学院
指導教官の桧原先生は,「マスターが総合科学部
の完成教育だ」と言われます。また,「一生のうち
で大学院の 2年間程,じ っくりと自分の意志で勉強
できる貴重な時間はない」と話されます。長い歴史

の物理学を修得するには,知 らねばならぬ基礎が非

常に多くあります。その勉強を第一に,大学院 2年

間を使えと言うのが先生の教育方針です。よく実験

の捗りが遅い事を□にしますと,先生は「実験とは

準備に時間がかかり失敗の連続の様なものである」

と,阪大の伊達宗行先生の「泣きが入らねばオリジ

ナルなものはできない」という口癖以上の慰めの言

葉をかけ,問題点を適確に指摘して下さいました。
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そういう事の繰り返 しの中で,何とかデータを出し

先生方の助言のもと,い 春・力燈瑞会で発表させ
て頂いた事は,学問的ばかりでなく,色々な意味で

貴重な経験となりました。

V 就職
新しい学部で知名度が低いために大大的なPRが
必要です。学生も総合科学とはいえ,何か一つ専門
をしっかり勉強せねばいけません。といいますのも,

企業側は学生の成績証明書を見た場合,盛り沢山の

修得科目や目新しい名の科目名に当惑し,何を勉強
したのかと疑間に思い,企業の安全面から考え,従
来の学部の学生を採用するかもしれないのです。私

の場合,先生方の御尽力で地方の時代に先駆けて ,
少なからず専攻に関係ある,広島を代表する企業に

入れましたことは大変幸せに思います。

Ⅵ 将来の展望
これからの総合科学部の評価の決め手は二つある

と思います。第一に,学生の意識です。「広大三十
五年史」を見ると世界的研究を行っている方々が載

っていますが,その中に現在,我が学部の教官の名が多

く見つかります。創設以来多くの有名な先生方も当

学部に赴任されました。他大学に優るとも劣らぬ教

授陣であるという意識を学生は持つべきです。教育

面でも,一般教育から受け持っている為,学生教育
に非常に熱心で,全ての教官が学生の成長を楽 しみ
にしておられます。気力さえあれば,先生方が自然
にその学生の良さを充分に引き出されるでしょう。

先生の指導を通じ,研究を少 しでも進歩させようと
いうくらいの心構えが必要です。

第二に,卒業生の実社会での役割です。卒業生が
どの様な所に行き,どの程度の成績をあげているか
は直接の評価となります。私も世界の総合科学部桧

原研の最初の弟子としての誇りを持ち,社会人とし

て頑張るつもりです。これからも機会あるごとに ,

先生方とコンタクトし御指導御鞭撻を賜わりたいと

思います。

最後に,総合科学部の益々の発展を祈 りまして ,
筆を置きたいと思います。

我が学部の学問分野は,多種多様にわたっていま

す。しかし,ご く普通の人間であるからには,やは
り,そ の中の二つの分野を深く学ぶのが自然な状態

環境科学研究科 02年 岩 田 尚 文
です。いくら,我が学部の方針が広い分野を学ぶこ

とであっても,やはり,深 く学ぶべき専門分野は一
つにしぼるべきです。その他の分野は好い加減で良

「個人的意見」
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し

ヽ

いのです。 (但 し,お ざなりという意味ではなく,

適度という意味です。)我が学部は一学部一学科であ

りながら,学生は各自:色々様々な専門分野で勉学
しています。これは素晴らしいことだと思います。

自分の専門分野以外の知識に関しては,その分野を

専門として学んでいる同朋に接 して話をきけば,容

易に得ることができるのです。加えて,同朋から気

軽にきいた言葉というものは,教官から教わったも

のより,深 く心に残るものです。このコミュニケー

ションこそ我が学部の最もすぐれた特徴です。それ

なのに,各人の進むべきコースが決まると,途端に

研究室も分かれて,各コースごとにまとまってしま

う。その結果として,我が学部の特色であるコミュ
ニケーションの場が,極端に狭められてしまう。そ
して,各コースが孤立 してしまうのです。研究室が

一つであれば,(頭数が多いのだから広いスペース
が必要だが )そ こに居るだけで色々な知識が得られ

るであろうに,残念なことです。たとえ研究室が別
々であっても,各室が近隣にまとまっていればまだ

救われるのですが,各室はあちこちに散らばってし

まっている。これでは,一学部一学科という特徴が

全く生かされていない。

大学における我が学部の位置に関しても,疑間を

感じます。我が学部は,本当に一つの学部として認

められているのであろうか。食々は,他学部生の教

養過程の講義の合い間に講義を受けているのです。

この現実は,我が学部の起源に問題があるとわかっ

てはいるのですが……。所詮,他学部にとって,我

が学部は,第二～学部というふうにしか,受けとめ

られていないのではないので しょうか。我が学部が

大学の一つの学部である以上,大学としての調和が

必要です。これがうまくなされなければ:各学部間

がうまくいく訳がないのです。それなのに,学部内
においても,調和がとれていない様です。我が学部

は広い分野を扱っているだけに,種々様々な分野の
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教官がいらっしゃいます。その方々が,う まくまと

まっていただければ良いのですが,ど うもそうでは

ないらしく,学部内でさえ,う まく統一されていな

い様なのです。この様に,内外状勢ともに不安定で

は,我が学部の将来は非常に危ぶまれます。やはり,
一つの学部として,こ んなにも多種多様な分野を扱

おうとすることに無理があるのではないでしょうか。

一般に大学院に進もうという方は,自 分の研究 し

たい専門を持っています。そして,その専門をより

深めて,最終的には他の分野を専門としている同朋

と共同研究を行い,少 しでも新しい分野の研究を
行おうというのが,我が大学院の方針だと思うので

す。そして,我が大学院であれば,それができるは

ずだと思ったのですが,私にはそれだけの力があり

ませんでした。大学院で勉強するからには,徹底的
に自分の専門の研究をやるべきです。自分の専門以

外の分野は適度にこなしておいて,カ リキュラムを

気にせず ,とにかく自分の専門に徹するべきです。

そして,あ る程度自信がついてから,自 分に合うパ

ートナーを他の分野から探 してくるのです。そして ,

お互いにない知恵をしぼりあって,共同研究を行

う訳です。そうすれば,新 しい分野の研究ができる

のではないでしょうか。そもそも,何もかも自分一

人の力で成し遂げようというのが誤りなのです。少

なくとも,我が大学院であればこの様なことが可能

だと思うのです。ただ,今のカリキュラムにそって

これを成 し遂げることは,なかなか難しいことです。

以上,一期生 (聞 こえは良いが,実験材料に過ぎ

ない )と して過ごしてきた,私の誰にも話したこと

のない個人的意見を思いつくままに述べてみました。

君の頭が二つに割れて,脳みそが電子頭

脳と入れ替わるとき,僕は君に鋼鉄のハ

チマキをプレゼントしよう。残念だけど,

僕はまだロボットにはなりたくない。

51年 4月 ,入学した時は大学がどういうものかも

わからず, しかも,親から離れて生活することも初

めての経験だったので,不安でいっぱいだった。そ

の自分が,今 ,卒業しようとしている。なんと4年

間がはやかったことか。これから少 しづつ思い出し

環境科学コース・ 4年 土 江 健 雄
ながら,4年間をふりかえってみようと思う。
総合科学部 3期生として入学 したが,まだ新 しい

学部であるだけに,そ の実態がよくわからず,不安
だらけであった。先ず就職している学部生がでてい

ないことにあった。その次に,4コ ースもあって ,

「 4年間を終えて」
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どのコースに進んでよいものか気にかかっていた。

明らかに,コ ース選択によって,就職できる範囲が

ある程度狭くなってくる。自分は,大学 1年まで進

路を決めあぐねていただけに,コ ース選択には神経

を使った。それというのも,コ ースによって必修単

位があり,自分の進みたいコースに自由に進めない

からだ。特に環境科学コースは 1年での必修単位が

多く,時間割の約半分は必修単位であったようだ。

今,思うと,詢 延長であったような気がする。必
修単位の中には,な るほど必要だと思える単位もあ

ったが,専門単位に入れてもいいのではないかとい

うものもあった。自分は生物系に進んだからかもし

れないが,物理・ 化学系の単位は,一応取ったとい

うだけの感じがしてしようがない。もっと一般の必

修単位に幅をもたせて選択できるようにしてほしい

と思う。

1年生で,一応,環境科学へ進めるだけの単位を

とったので,自分の進みたい環境科学コースに進む

ことができた。 2年生になると,専門の単位がふえ

てきて,や っとやる気がでてきた。特に生物系の授

業が増え,そ の授業は一度も休まなかった。どんど

ん生物の基礎知識を増やしていこうと意気込んでい

た。一方,教職の単位を必死に取 っていった。理科

の教師の資格を目指せばそれほど苦労もなかったと

思う。が,数学の教師の資格を取ろうとしたので ,

人と違うことをして偏屈な奴だと思われていたにち

がいない。教師になることはやめにしたが,数学の

単位をとって後悔はしていない。一つの挑戦ではな

かったかと思う。

3年生になると,数学の授業がほとんどであった。

が,自分なりに生物系の勉強も少 しづつであったが

やった。この時期は,教師になろうと決意していた

ので,後期の中間ぐらいから就職の勉強に手をつけ

始めた。就職の勉強を始めるには適当な時期であっ

たような気がする。早く始めるにこしたことはない

が,何事も適期があるように思う。 4年生になって

からでは,卒論とか,教育実習とかで何かと忙 しく,

間にあわないことはいうまでもない。就職の勉強は ,

自分の経験からしか言うことはできないが, 3年生

の後期か らぼつぽつ始めたらよいのではないだろう

か。 4年間でも,こ の 3年生に入ってから4年生前

期まで,勉強に関して一番充実 していたようだ。

4年生になると,先ず卒論であった。が,前期は
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何かと忙 しく計画だけに終ってしまった。それとい

うのも,教育実習,就職試験と,6月 から8月 の終
りまで続いたからだ。教育実習では,初めて

C先
生 "

と呼ばれ,何かくすぐったい感じだった。いつも教

えられる立場にある自分がこの時だけは教える立場

にまわった。教えること,理解させることの難 しさ

を肌で感じた。 4年間で最も印象に残る事の一つで

ある。一方,就職は内定までこぎつけたので,後期
は,卒論一本にしばれた。 9月 ,10月 ,11月 と調査

に行き,原稿を書く準備は12月 , 1月 中に論文を書

きあげるというように順調に進んでいった。集中し

てやっただけに,思 っていたよりも良い結果が得ら

れたように思う。これからは,卒論の提出,発表会
の準備と忙しくなりそうだ。

4年間で絶対忘れられないことがある。硬式野球

部に入り, 4年生までやり通したことである。 1年

生の時は無我夢中で,先輩についていくのがやっと

だった。夏の合宿は,盆なしで 3週間,ハ ードスケ

ジュールの連続だった。苦しいことばかりで,何で

こんな部に入ったのか ,い っそやめてしまおうかと

も思った。そのうちに 2年生になると,レギュラー

に一応なれたので,続けてみようという気になった。

初の公式試合で,初めて自分のところへ来た球をエ

ラーしてしまったことは忘れられない。レギュラー

を確保していくだけの力がなく,一シーズンで補欠

になってしまった。ここで,一大転機がおとずれた。

投手に転向し,特にリリーフ専門としてがんばった。
シーズンごとに成績が上がり, 3年生の秋のシーズ

ンには,優勝という最高の栄冠に輝いた。しか し,

全国大会に出場すること,特に神宮球場のマウンド

で一度でいいから投げてみたいという夢は遂にかな

わなかった。

最後に,こ の 4年間は自分にとってかけがえのな

いものになると思う。学生生活の総括であり,社会
へ出るための掛け橋となった。これからは,一人の

人間として,責任をもって仕事をしなければならな

くなる。学生時代のような甘えた考え,態度ではや

っていけなくなるだろう。それだけに,仕事にもや

りがいがでてくるだろう
`後
輩の皆さんもいずれ就

職することになる。それまでの残り少ない時間を ,

有意義に過ごしてはしぃと思う。悔いの残らないよ

うに。

-18-
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「 4年間をふり返って」

4年間をふりかえってといっても,すでにふり返

るとそこにはなにもないわけで,なにもないことを

なにもないと書くほどのこともなく,なにかをこじ

つけるほどのこともない。しかしないということば

は,お もしろいことばであって,実は無いという意

味ではない。なんにもないところは,神だなにでも

まつつて,ホ トケサンの前で手をあわせるように ,

しずかにその前にすわってジョヤの鐘の音をきけば ,

ありがたくて,なみだ流るる思いとはいかないまで

も,神社のなんもない白砂の上を,あ しあとなどを

つけつつ歩いて,月 などみると,自分のあまりにも

日本的すぎる情緒にいやみなひとことをいいたくな

った。人とはすべてずた袋であるならば,入□と出

口についてだけかたればいいのではないかと思った

りする。大学に入る前は,当然高校生で=無事に浪

人にならずにすんだのだから幸運といえばそうであ

る。高校末期の自分はといえば,かなリカタクナで

あって,オサカナのように冷たい水,涼 しい水へと

およいでいった。昔から,ど ういうわけか井上靖の

ファンであり,井上流の大学生活をおくろうとした

のであった。井上流におくろうとするならば, 10

2年は,な んもせずに,ゴロンとすごせば良いもの

を,生まれが,オオサカのイナカなもんでそうもな

らず,なにやらむやみやたらと真剣にすごしてしま

った。それでも, 1回生のときは, 1セ メで20数単

位というのを,1セ メを 1年間と思いちがいしたお

かげで,ずいぶんひまであった。日に 1度の授業の

ために,呉 くんだりからやってきたのである。呉く

んだりに住んだ理由というのが,涙がちょちょぎれ

るほどのバカバカしさ。聞くも泣の物語り。僕は呉

とは,大阪でいうならば堺ぐらいだと思っていてア

ナロジーとして,ま あ∞分もあればと思ったし,10

分単位で列車がくると思っていた。このあまさかげ

んは,呉の人ならわかるであろう。 1年のあいだは ,

こんなぐあいで,やたらひなたばっこしていた記憶

がある。友人のマツオカやヒロユキのはなしによる

と,授業時間中のボクは,異様にまじめで,ひ とり

はなれて,最前列で しきりとノートをとるという人

種であり,気持ち悪かったという話を聞いて,変な

気分になった。井上靖の作品のなかでも,特に自伝

情報行動科学コース・ 4年 藤 野 常 信

が好きで,その主人公の洪作に自分を擬そうという

努力を してきたところがあった。洪作は,因果にも,

柔道のみをやったということなんで , しかたないか

ら買ったばかりのスヌーピーのハンカチではなくて ,

がらにもなくそういった真剣クラブにはいったこと

もあったが,す ぐに馬脚がでてしまった。そんなこ

ともあり, 1年の前期の前期あたりは,多少忙がし

かった。だからよけいにひまを感じた。編集氏は ,

各コースの人に書いてもらうから,そ のコースの学

生としての 4年間を書いてほしいとおっしゃった。

だから,コ ース決定した理由を書く必要がある。当

時,情報は,希望者が多くて困ったらしい。男Uに ど

こでもよかったのだが,心理学なんてのがおもしろ

そうだったんでそうした。昔読んだSFの内で,総

合科学者が,心理学についてなにか言ってたのを憶

えていて,総合科学=心理学の連想があったのかも

しれない。以上が,理由なのであるが,書いてみて

無意味なのでいやになった。情報には,群が 3つあ

り,それぞれぜんぜん別のことをやっていて,ボ ク

のやったことは,1群でのことである。 2年になる
と必修として実験があった。実験のメンバーのほと

んどをそのとき知らなかった。前期がすんで半分く

らい憶えた。それ以前は,現実の人間に対する興味

などなく,ひたすら洪作ちゃんと遊んでいたり,で

きるかぎり大阪にかえり,高校のときの友人や中学

の友人と遊んでいた。それ以前は,■つを発 しなか

った。それ以後は,やたらめったらWhOを連発した。

3年になろうとしたとき,こ んどはⅢ群希望者が多

くて困ったらしい。 1人 1人教官連の前によばれて ,

要するに「Ⅲ群にくる場」といわれた。実は,そ の

とき教官の顔を半分も知らなかった。見知らぬ人が ,

プスッとした顔で「やめろ.」 という。反売いでなに

やらもっともらしい理由をつけた。 3年になっても

Ⅲ群の内に見知らぬ人が居た。 3年になると卒論の

予行演習的実験があった。友人にヒサノという男が

いるのだが,彼は留年するのでちょっと記念にふれ

ておく。留年記念というのも変なものである。ヒサ

ノという男は, 日本一周自動車無銭旅行に行ってい

る。後輩諸君,お もしろいやつなんでたまには遊ん

でやってほしい。女性の方は,た まには,エサをや
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